
　１０月１日、「鉄路・果樹・鮭を眺めて 健康ましけウォーキング」が開催され、道内外から１８３名が参加し

ました。今回は、旧増毛駅から旧箸別駅までの線路を進み、国道を通って増毛駅まで戻ってくる７㎞コー

スと、線路を進んだ後、暑寒沢の果樹園地帯、暑寒別川の鮭の遡上見学ポイントを巡る１２㎞コースが用意

され、参加者たちは線路からの眺めに感動したり、随所に見られる秋の風景を写真に納めたりと、季節を

感じながらウォーキングを楽しみました。

まちの話まちの話題題（（学校祭学校祭、、学習発表学習発表会会 ほか ほか）） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２～３‥ ２～３ ＰＰ

増毛町消防団入団者募集増毛町消防団入団者募集！！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５Ｐ５ Ｐ

平成28年度増毛町会計決算報平成28年度増毛町会計決算報告告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ６～７Ｐ６～７ Ｐ

除雪サービスのお知ら除雪サービスのお知らせせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥８Ｐ８Ｐ などなど

まちの話題（学校祭、学習発表会 ほか） ‥‥‥‥‥ ２～３ Ｐ

増毛町消防団入団者募集！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５ Ｐ

平成28年度増毛町会計決算報告‥‥‥‥‥‥ ６～７ Ｐ

除雪サービスのお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥８Ｐ など
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ま 題話のち

　
　
月
７
日
、
元
陣
屋
に
お
い
て
第
　
回
Ｍ

１０

２６

Ｏ
Ａ
美
術
館
増
毛
児
童
作
品
展
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
絵
画
・
書
道
合
わ
せ
て
　
作
品

２３

が
入
賞
。
入
賞
者
た
ち
は
緊
張
し
た
様
子
で

そ
れ
ぞ
れ
賞
状
を
受
け
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

※
今
回
「
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞
」
を
受
賞

し
た
武
田
心
花
さ
ん
、
佐
藤
希
さ
ん
の
作

品
は
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
全
国
児
童
作
品
展

に
出
品
さ
れ
ま
す
。

▲ＭＯＡ美術館奨励賞を受賞した武田心花さん

と作品「誠実」（写真左）、佐藤希さんと作品

「ホイールローダー」（写真右）

　
　
月
１
日
に
増
毛
中
学
校
で
学
校
祭
が
、

１０
８
日
に
は
増
毛
小
学
校
で
学
習
発
表
会
が

開
催
さ
れ
、
保
護
者
を
含
む
た
く
さ
ん
の

観
客
に
、
練
習
し
て
き
た
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
増
毛
中
学
校
で
は
、
壁
新
聞
製
作
時
の

話
し
合
い
や
葛
藤
を
描
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

創
作
劇
「
増
中
新
聞
物
語
」を
披
露
し
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
増
毛
小
学
校
で
は
、
鬼
が
人
間
た
ち
か

ら
蔑
ま
さ
れ
る
時
代
の
物
語
を
描
い
た

「
鬼
の
会
社
」
を
６
年
生
が
劇
で
熱
演
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
観
客
の
感
動
を
誘
い

ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
発
表

▼６年生による劇「鬼の会社」では、コミカ

ルな演技と感動を誘う展開で観客を魅了し

ました。

▼「増毛中新聞物語」では、スクリーンや客

席など、会場を大きく使った演出が好評で

した。

▲劇中で、毎年恒例の「よさこいソーラン」

も披露され、キレのある演舞で会場を湧か

せました。

芸
術
の
秋
、
到
来

【
書
写
の
部
】

◆
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞

　
　
武
田
　
心
花
さ
ん
　（
増
毛
小
６
年
）

◆
増
毛
町
長
賞

　
　
廣
野
　
晴
菜
さ
ん
　（
増
毛
小
４
年
）

◆
増
毛
町
教
育
長
賞

　
　
奈
良
岡
　
裕
匠
く
ん（
増
毛
小
４
年
）

◆
増
毛
町
文
化
協
会
長
賞

　
　
風
間
　
塁
く
ん
　
　（
増
毛
小
５
年
）

◆
金
賞

　
　
宮
津
　
葵
咲
さ
ん
　（
増
毛
小
６
年
）

　
　
鈴
木
　
晃
司
く
ん
　（
増
毛
小
５
年
）

◆
銀
賞

　
　
藤
井
　
穂
乃
花
さ
ん（
増
毛
小
３
年
）

　
　
竹
内
　
瑛
汰
く
ん
　（
増
毛
小
３
年
）

◆
銅
賞

　
　
山
口
　
空
夏
さ
ん
　（
増
毛
小
２
年
）

　
　
山
田
　
銀
時
く
ん
　（
増
毛
小
１
年
）

　
　
宮
津
　
陽
太
く
ん
　（
増
毛
小
１
年
）

【
絵
画
の
部
】

◆
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
奨
励
賞

　
　
佐
藤
　
希
さ
ん
　
　（
増
毛
小
２
年
）

◆
増
毛
町
長
賞

　
　
三
浦
　
陽
菜
さ
ん
　（
増
毛
小
４
年
）

◆
増
毛
町
教
育
長
賞

　
　
山
田
　
銀
時
く
ん
　（
増
毛
小
１
年
）

◆
増
毛
町
文
化
協
会
長
賞

　
　
佐
藤
　
充
希
く
ん
　（
増
毛
小
６
年
）

◆
金
賞

　
　
奈
良
岡
　
裕
匠
く
ん（
増
毛
小
４
年
）

　
　
小
野
　
華
鈴
さ
ん
　（
増
毛
小
２
年
）

◆
銀
賞

　
　
山
本
　
藍
ノ
丞
く
ん（
増
毛
小
２
年
）

　
　
宮
津
　
葵
咲
さ
ん
　（
増
毛
小
６
年
）

　
　
福
原
　
花
純
さ
ん
　（
増
毛
小
３
年
）

◆
銅
賞

　
　
桑
原
　
涼
介
く
ん
　（
増
毛
小
１
年
）

　
　
佐
藤
　
滉
晟
く
ん
　（
増
毛
小
６
年
）

　
　
尾
久
　
日
音
さ
ん
　（
増
毛
小
３
年
）

▲１年生による音楽「せいじゃのこうしん」

では、緊張した様子でしたが最後まで楽奏

することができした。



広報ましけ 2 0 1 7．1103

ま 題話のち

　
　
月
　
日
、
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
に
お
い
て
、
日

１０

２０

本
水
難
救
済
会
増
毛
救
難
所
（
櫻
井
和
義
所
長
）
の
創

立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
救
難
所
は
、
帝
国
水
難
救
済
会
増
毛
救
難
所
と
し

て
大
正
５
年
に
発
足
。
阿
分
か
ら
雄
冬
ま
で
の
海
岸
線

約
　
娃
の
海
域
の
安
全
を
守
り
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

４０
人
命
を
救
っ
て
き
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
の
中
で
櫻
井
所
長
が
「
様
々
な
海
難
事
故

が
あ
り
、
中
に
は
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
も
い
た
。
そ

の
人
た
ち
の
思
い
を
胸
に
、
よ
り
一
層
救
助
訓
練
や
海

難
事
故
の
未
然
防
止
・
啓
発
活
動
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
、
所
員
を
は
じ
め
と
し
た
参
加

者
た
ち
は
、
海
難
事
故
ゼ
ロ
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
今
年

度
よ
り
小
中
学
校
の
給
食
で
、
米
や
パ
ン
等
主
食
に
係

る
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
消
地
産
を
推

進
す
る
目
的
で
、
給
食
で
増
毛
産
の
食
材
を
利
用
す
る

際
の
材
料
費
の
一
部
も
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
増
毛
小
学
校
で
は
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
、　

月
　
日

１０

２０

に
「
ま
る
ご
と
増
毛
Ｄ
ａ
ｙ
」
と
題
し
、
増
毛
の
食
材

を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
児
童
た
ち
に

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
町
内
で
作
ら
れ
た
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
カ
レ
ー
。
ご
飯
は
収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
米
で
も

ち
ろ
ん
増
毛
産
。
そ
し
て
サ
ク
ッ
と
揚
が
っ
た
甘
え
び

の
唐
揚
げ
に
、
デ
ザ
ー
ト
は
プ
ル
ー
ン
の
ヨ
ー
グ
ル
ト

和
え
。

　
児
童
た
ち
は
、
旬
を
迎
え
て
い
る
地
元
の
食
材
の
お

い
し
さ
に
大
満
足
で
し
た
。

給
食
で
も
地
消
地
産
を

　
　
月
　
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
英
会
話
教

１０

１１

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
町
内

の
小
中
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所
で
英
語
を
教
え
て

い
る
ビ
ビ
ア
ン
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
９
月
か
ら

毎
週
水
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
は
全
　
回
の
教
室
の
う
ち
の
７
回
目
。　

２５

１０

名
の
参
加
者
た
ち
は
、
日
常
会
話
や
あ
い
さ
つ
な
ど

を
ビ
ビ
ア
ン
先
生
の
あ
と
に
続
い
て
発
声
し
た
り
、

参
加
者
同
士
ペ
ア
を
組
ん
で
会
話
し
た
り
な
ど
、
和

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
３
月
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
途
中
か
ら

の
参
加
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
町
教

育
委
員
会
（
電
話
５
３
倆
２
４
２
７
）
に
お
申
し
込

み
下
さ
い
。

楽
し
く
英
語
を
学
ぼ
う

　
５
月
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
平
成
　
年
度
商
工
会
青

２９

年
部
主
張
発
表
北
海
道
大
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

町
商
工
会
青
年
部
部
長
の
高
畠
鉄
平
さ
ん
が
、
８
月
に
行

わ
れ
た
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
堂
々
と
し
た
弁
論

発
表
を
見
せ
、
見
事
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し

た
。
　
同
大
会
に
お
い
て
留
萌
管
内
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
す

る
の
は
高
畠
さ
ん
が
初
め
て
。
町
内
各
団
体
の
青
年
部
の

連
携
が
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
主

張
内
容
と
、
練
習
を
重
ね
た
弁
論
の
技
術
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
高
畠
さ
ん
は
、「
全
国
の
舞
台
で
自
分
の
力
を
出

し
切
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
は
　
月
　
日
に
沖
縄
県
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ

１１

２１

れ
に
伴
い
　
月
　
日（
金
）　：

　
よ
り
文
化
セ
ン
タ
ー
大

１１

１０

１８

３０

ホ
ー
ル
に
お
い
て
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
一
般
の
方
も

出
席
可
能
で
す
の
で
ぜ
ひ
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
決
定
！

増
毛
救
難
所
創
立
１
０
０
周
年
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ま 題話のち

　芸術の秋、読書の秋、そしてスポーツの秋。みなさんはどんな秋をお

過ごしですか？広報マンはもちろん食欲の秋を…じゃなくて、スポーツ

の秋、芸術の秋を満喫していますよ！

　10月１日に「鉄路・果実・鮭を眺めて　健康ましけウォーキング」が

開催され、廃線後の線路のレールや、たわわと実ったりんごの果樹が広

がる暑寒沢、そして鮭の遡上を見学しながら多くの方がウォーキングで

汗を流しました。（写真右上）広報マンも運営に携わっていたため、準備

や点検などで何度もコースを歩きましたが、線路上から見える海、赤く色づいたりんご越しに見える暑

寒別岳、とにかく歩くコースから見られる景色の素晴らしいことこの上

なし。カメラが壊れるかと思うくらいシャッターを切りました。

　そして12日には「増毛町まちづくり勉強会」の中で廃線跡フットパス

体験が行われ、昨年ＪＲを定年退職し、留萌線の保線を担当していたこ

ともある野原勝我さんの、枕木の交換方法やレールのひみつ、保線に関

する裏話などを聞きながら、再び線路の上を歩きました。（写真左上）ま

た、その後に旧増毛駅で約30年駅員を勤められた渡辺正美さんのお話会

が健康一番館で開かれ、駅員時代の写真や、当時の新人駅員教育の指導

マニュアル本など貴重な資料を見ながら興味深いお話を聞くことができ

ました。（写真左下）

　ここまで“季節の風景を切り取る秋”、“増毛の歴史を感じる秋”を満

喫してきましたが、秋はやっぱり食べ物が美味しく、“ダイエットが進ま

ない秋”も同時に感じている広報マンなのでした。

ｖｏｌ，３１

　町では、町内で開催する同窓会に対し、町商工会

商品券にて補助金を交付しており、これまでに多く

の同窓会が町内飲食店等で開催されております。

　この度、同窓会の開催要件を拡大し、町内在住及

び町内出身者が幹事の同窓会により、出身学校の所

在地は問わないこととしました。

　補助金の交付には、申請書等の提出が必要となり

ますので、増毛町ホームページにてダウンロードし

ていただくか、役場企画財政課企画係までご連絡を

お願いします。
　

１．補助金額　　　　　　　　　　　　　　　　　

・15名以上30人未満　 町商工会商品券 30，000円分

・30人以上　 町商工会商品券 50，000円分

２．その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・補助金を交付した同窓会には、町職員

が同窓会にお伺いして、ふるさと納税

のＰＲをさせていただきます。

　 役場企画財政課企画係（電話 53崖1110）

　
増
毛
町
で
は
、
平
成
　
年
度
を
も
っ
て
幼
稚
園
、
保

３０

育
所
を
閉
園（
所
）
し
、
平
成
　
年
度
か
ら
「
認
定
こ
ど

３１

も
園
」
の
開
園
に
向
け
て
準
備
を
し
て
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
運
営
方
針
等
の
説
明
会
を
次
に
よ

り
開
催
し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
集
願
い
ま
す
。

※
小
さ
な
お
子
様
は
、
保
育
士
が
別
室
で
お
預
か
り
い

た
し
ま
す
。

 
町
教
育
委
員
会
・
総
務
学
校
課
（
電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

同窓会補助の要件を拡大 ！ ！
増毛町で同窓会を！ 「

増
毛
町
立
認
定
こ
ど
も
園
」
の

開
園
説
明
会
の
ご
案
内

■
対
象
　
入
園
対
象
世
帯
・
地
域
住
民

■
日
時
　
　
月
　
日
（
火
）
 　：
　
～

１１

２１

１８

３０

■
場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
 中
ホ
ー
ル
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◇◆◇ 増毛町消防団　団員募集！ ◇◆◇

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
防
団
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
　
募
集
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

わたしたちの家族、

地域を守る

　活動内容は、火災時の消火活動・風水害時の水防等の活動、火災予防の啓発活動など。消防団に
入団したいという方、話だけでも聞いてみたいという方は、消防本部総務課までご相談下さい。

　〈お問い合わせ　増毛町消防本部総務課　53－2175〉

　消防団員は、自分の仕事を持ちながら、出動や訓練など参加できる時に活動しています。
※役場、自営業、農業、漁業、郵便局など

可能な範囲での活動！

　消防団員は特別職の地方公務員となるため、年間の活動に対し
て報酬と出動や訓練に参加すると手当が支給されます。また、公
務中のみならず公務外での疾病や怪我での７日以上の入院に対し
て「入院見舞金」が支給されます。更に、一定期間以上勤続した
場合に退団した時は「退職報償金」が支給されます。

消防団活動には手当が支給されます！

　　　　　地域に貢献したいという気持ちを持っている方で以下の条件を満たした方。
　　　　　　　　　　① 増毛町に「居住」または「勤務」している方
　　　　　　　　　　② 年齢が18歳以上の方。
　　　　　　　　　　③ 心身共に健康な方。

入団に特別な資格不要！必要な物は「地域に貢献したい」という気持ちのみ
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　平成２８年度の増毛町の各会計歳入歳出決算について、９月に開かれた町議会第３回定例

会で認定されました。

平成28年度

増 毛 町 会 計 決 算 報 告

　一般会計の決算額は、歳入（収入）が５５億１，８７５万円、歳出（支出）が５３億３，６０６万円で、

翌年度へ繰り越す事業の財源８９７万円を差し引き、１億７，３７２万円の黒字決算となりました。

　歳入は、大きく分けて「自主財

源」と「依存財源」に区分するこ

とができます。

　「自主財源」は、町税や使用料・手数料など、町

が自主的に収入を得ることができるお金で、歳入全

体の３０．８％を占めます。

　「依存財源」は、地方交付税や国・道支出金、町

債などで、歳入全体の６９．２％を占めており、特に地

方交付税は４７．９％と歳入全体の半分近くを補ってい

るのが現状です。地方交付税は景気に大きく左右さ

れますが、今後も堅実な財政運営が求められます。

　歳出は、大きく分けて「投資的

経費」と「消費的経費」に区分す

ることができます。

　「投資的経費」は、その経費の支出効果が長期に

わたり、固定的な資本形成となるもので、普通建設

事業費の７億１，０９２万円と災害復旧事業費の１５４万円

がそれにあたり、歳出全体の１３．４％を占めています。

　「消費的経費」は、支出効果が単年度または短期

間で終わるもので、投資的経費以外の４６億２，３６０万

円で、歳出全体の８６．６％を占めています。

　また、目的別では右の円グラフのとおり、公債費

（借金の返済）に占める割合が１４．０％（７億４，６７２万

円）と大きく、苦しい財政状況を表していますが、

借入を圧縮しているため、借金の残高や返済額は

年々減少してきています。

歳　入
（一般会計）

【歳　入】

55億1,875万円

歳　出
（一般会計）

【歳　出】

53億3,606万円

①町税　②使用料・手数料ほか　③寄附金
④地方交付税　⑤国道支出金　⑥町債
⑦地方譲与税ほか

一般会計の決算状況
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平成２８年度決算における健全化判断比率

　増毛町の比率は、早期

健全化基準と財政再生基

準ともに基準以下となっ

ているため、財政健全化

計画と財政再生計画の策

定は必要ありません。

　近年、各数値とも改善

傾向にありますが、今後

も公債費（借金）の負担

縮減を図るなど、引き続

き財政の健全化に努めま

す。

　また、公営企業ごとに

算定する資金不足額が事

業規模に占める割合を示

した資金不足比率は、増

毛町ではすべての公営企

業会計について、資金不

足は発生していません。

特別会計・公営企業会計の決算状況

一般会計とは別に独立

して経理を行う会計

民間企業のように利用

料金などの収益で運営

する会計

公営企業会計

歳　　出歳　　入会　　計

７億１，７２１万円７億４，５８９万円国民健康保険

５，４７２万円５，４７２万円観光施設事業

２億２，０４６万円２億２，０４６万円診療所事業

９億４０万円９億３，７６５万円介護保険

２億１３３万円２億１３３万円公共下水道事業

７，７９４万円７，８１３万円後期高齢者医療

歳　　出歳　　入会　　計

１億４，０４３万円１億５，２２９万円収益的収支
水道事業

７，４１０万円０万円資本的収支

２，０００万円２，２５９万円収益的収支
簡易水道事業

１，０７４万円５３２万円資本的収支

１億９，７０４万円１億９，１３０万円収益的収支
砕石事業

０万円０万円資本的収支

※資本的収支の差し引き不足分は留保資金で賄っております。

≪健全化判断比率≫

財政
再生
基準

早期
健全化
基準

H ２７
（参考）

H ２８内　　容

２０％１５％
赤字
なし

赤字
なし

一般会計などに
おける赤字の割
合

実質赤字
比率

３０％２０％
赤字
なし

赤字
なし

すべての会計の
赤字の割合

連結実質
赤字比率

３５％２５％１２．５％１１．７％
年間の借金返済
額などの割合

実質公債
費比率

３５０％なしなし
将来負担する可
能性がある負債
の割合

将来負担
比率

≪資金不足比率≫

H ２７（参考）H ２８

すべての会計で

資金不足なし

すべての会計で

資金不足なし

水道事業会計

簡易水道事業会計

砕石事業会計

観光施設事業特別会計

公共下水道事業特別会計

特 別 会 計
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 役場福祉厚生課介護保険係

電話５３－３１１１（内線５１８・５１９）

　
　
屋
根
及
び
家
の
ま
わ
り
の

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
　
　

■
除
雪
内
容

・
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
平
成
　
年
３

２９

１２

３０

月
　
日
の
期
間
中
、
自
宅
の
屋
根
の
雪

１８
下
ろ
し
、
窓
の
下
、
軒
先
等
の
除
雪
及

び
緊
急
避
難
口
の
確
保
を
年
２
回
ま
で

行
い
ま
す
。

・
３
回
目
の
除
雪
が
必
要
な
場
合
は
、
改

め
て
申
込
み
が
必
要
で
す
。

■
負
担
金

・
１
埀０
０
０
円（
納
付
さ
れ
た
負
担
金
は

返
却
で
き
ま
せ
ん
）

・
３
回
目
は
１
回
５
０
０
円

■
申
込
期
限
　

・
平
成
　
年
２
月
　
日
ま
で
（
３
回
目
の

３０

２８

申
込
は
、
３
月
も
受
け
付
け
ま
す
）

有
償
ボ
ラ
ン
テ
 ィ
ア
除
雪
事
業

■
除
雪
内
容

・
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
平
成

２９

１２

　
年
３
月
　
日
の
期
間
中
、
除

３０

１８

雪
車
が
出
動
し
た
と
き
の
午
前

中
や
大
雪
の
時
に
、
玄
関
か
ら

生
活
道
路
ま
で
の
幅
お
お
む
ね

　
セ
ン
チ
を
、
申
込
者
が
指
定

８０し
た
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
除

雪
を
行
い
ま
す
。

■
負
担
額
　
　
１
埀５
０
０
円

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
受
け
取
る
額

　
　
　
　
　
１
５
埀０
０
０
円

■
申
込
期
限
等

　
平
成
　
年
１
月
　
日
ま
で
と
し

３０

２６

ま
す
が
、
先
着
　
名
で
締
め
切
り

２０

ま
す
。

申 込 方 法

・
申
込
書
は
、
福
祉
厚
生
課
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
他
、
増
毛
町
役
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
課
情
報
・
福

祉
厚
生
課
・
介
護
保
険
係
の
ペ
ー

ジ
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
福
祉
厚
生
課
に
来
ら
れ
な
い
場
合

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
民

生
委
員
を
通
し
て
申
し
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
電
話
で
の
仮
受
付

も
行
い
ま
す
。

・
利
用
申
請
書
に
利
用
者
負
担
金

を
添
え
て
、
役
場
福
祉
厚
生
課

（
健
康
一
番
館
）
に
提
出
し
て

下
さ
い
。
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

除
雪
事
業
（
玄
関
前
の
除
雪
）

の
申
込
み
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
同
意
が
必
要
で
す
。

・
利
用
が
決
定
し
た
世
帯
に
は
、

決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

◇◇ 町民の皆様へ ◇◇

　玄関前の除雪ができないために困って

いる高齢者がいます。この事業は、地域

の支えあいで行うものです。有償ボラン

ティアとして協力して下さる方がおりま

したら福祉厚生課に連絡をお願いします。

■
除
雪
サ
ー
ビ
ス
を
申
込

み
で
き
る
人

①
平
成
　
年
度
の
町
民
税
が

２９

非
課
税
の
世
帯

②
本
年
　
月
１
日
時
点
で
　

１２

６５

歳
以
上
の
み
の
世
帯
及
び

障
が
い
な
ど
に
よ
り
除
雪

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
世

帯
（
住
民
票
上
の
世
帯
が
別
で

も
、
同
じ
家
に
住
ん
で
い

る
場
合
は
同
居
と
見
な
し

ま
す
。）

（
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
除
雪

事
業
は
、
近
所
に
親
類
等

が
い
る
場
合
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。）

高齢者世帯等を対象にし高齢者世帯等を対象にしたた

除雪サービ除雪サービスス
のお知らのお知らせせ
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◆◇１１・１２月の各種教室は下記の日程で行います。参加料は無料です。◇◆

健康寿命延伸事業 ※地方創生推進交付金事業『生涯現役で働き続けられる町を
　実現する健康寿命延伸人材育成事業』

健 康 教 室づ りく

金 曜 日木 曜 日火 曜 日
１０日９日1 1／７日

１０：００－１１：３０　屋内グランド

コア（骨盤）ウォーキング（☆）

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ゆっくりプログラム（☆☆☆）

１７日１６日１４日

健康運動サークル「お茶べり会」
１１：００～ 場所：谷地町会館

楽しくおしゃべりしながら軽く運動しましょ

う！どなたでもご参加いただけます！

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

　

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

　

２４日２３日（勤労感謝の日）２１日

１０：００－１１：３０　屋内グランド

コア（骨盤）ウォーキング（☆）
１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

1 2／１日３０日２８日
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

　

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）

１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

８日７日５日
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

１５日１４日１２日
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ストレッチヨガ（☆☆）

１０：３０－１１：３０　保健センター

関節健康トレーニング（☆）
１８：３０－１９：３０　文化センター中ホール

ワークアウト（☆☆☆☆）

　平成３０年９月までに限り、過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付することのできる

「後納制度」という制度があるよ！　将来の年金額を増やしたり、納付期間が短くて年金の受給

を得られなかった人が受給資格を得られる場合があるんだ。※事情があって納付ができなかった

人には是非利用してほしい制度だね！

※老齢基礎年金を受給している方などは、後納制度の利用はできません。また、後納制度を利用

するには、申し込みが必要なため、詳しくは留萌年金事務所へお問い合わせ下さい。

　オッス、オラはカモメのマーシー！乾燥してるから静電気がビリッと来る季節だよねー。尖った部

分同士だと放電が起こりやすいから、ドアノブとかを触る時は、指先じゃなくて手のひらから触った

らビリビリを抑えられるよ。あとは壁や地面をしばらく触って静電気を逃がすのも有効だ！　という

ことで、今回は後納制度についてだよ！

国民年金保険料「後納制度」について

 留萌年金事務所（電話43－7211）

マーシーの年金相談
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自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

で
は
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
試
験
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

中
卒（
見
込
含
）の
　
歳
以
上

１５

　
歳
未
満
の
男
子

１７
■
試
験
日

・
一
次
試
験

　
平
成
　
年
１
月
　
日（
土
）

３０

２０

■
試
験
会
場

　
留
萌
駐
屯
地

■
試
験
種
目

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、

社
会
、
理
科
、
英
語
、
作
文
）

■
応
募
締
切

　
平
成
　
年
１
月
９
日（
火
）

３０

 
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

留
萌
地
域
事
務
所
（
電
話
 ４

２
倆
４
６
５
０
）

【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間
　

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

一
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

二
、
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

三
、
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
４
埀２
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
３
９
埀４
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者
（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
５
０
円

・
日
給
　
６
埀６
０
０
円

食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

【
栄
養
士
】

■
募
集
人
員

　
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養
士

　
１
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

２０

６５

※
栄
養
士
免
許
所
持
者

■
勤
務
時
間

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

４５

１７

１５

　（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

■
賃
金

　
月
額
１
４
４
埀９
０
０
円
以
上

※
資
格
・
経
験
年
数
に
応
じ
前

歴
を
換
算
し
増
額

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
問
合
せ
願
い
ま
す
。

（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

■
募
集
人
員
　
３
名

■
応
募
資
格

看
護
師
免
許
・
准
看
護
師
免

許
取
得
者

■
勤
務
先

増
毛
町
立
市
街
診
療
所
（
有

床
診
療
所
）
又
は
増
毛
町
立

明
和
園
（
老
人
福
祉
施
設
）

■
試
験
の
方
法

　
面
接
試
験
及
び
健
康
審
査

　（
健
康
診
断
書
）

■
受
験
手
続

次
の
書
類
を
下
記
申
込
先
ま

で
提
出
願
い
ま
す
。

（
ア
）増
毛
町
職
員
（
看
護
職
）

採
用
試
験
申
込
書

（
イ
）健
康
診
断
書

（
ウ
）免
許
証
（
写
）

※（
ア
）、（
イ
）は
指
定
様
式
で

す
の
で
増
毛
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
直
接
役

場
総
務
課
へ
請
求
願
い
ま
す
。

■
受
付
期
間

随
時
募
集
（
欠
員
補
充
す
る

ま
で
募
集
し
ま
す
）

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
初
任
給
及
び
そ
の
他
給
与
　

増
毛
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
に
基
づ
き
、
給
与
及

び
諸
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
試
験
の
日
時
等

　
後
日
本
人
へ
連
絡
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
総
務
課
・
庶
務
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
１
）

暮 報情のしら

平
成
　
年
度
陸
上
自
衛
隊

２９

高
等
工
科
学
校
生
徒
試
験

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
栄
養
士
）

増
毛
町
看
護
職
員

試

験

募

集

☆
介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び

介
護
福
祉
士
を
目
指
す
た
め

の
実
務
者
研
修
費
用
の
一
部

に
助
成
が
有
り
ま
す
。

☆
明
和
園
で
新
規
に
就
職
さ
れ

る
場
合
に
は
手
当
支
給

　
　
月
額
五
千
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

就
職
の
た
め
、
他
町
村
か
ら

町
内
へ
居
住
さ
れ
る
場
合

　
　
月
額
一
万
円【
　
ヶ
月
間
】

１２

日曜当番医
（留萌市）

（
栄
町
１
丁
目

　
電
話
 　
倆
９
５
０
０
）

４３

留
萌
セ
ン
ト
ラ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク

【
　
月
　
日
】

１１

１２
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広
報
　
月
号
の
折
込
チ
ラ
シ

１０

で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
肺
炎
球
菌

の
予
防
接
種
を
次
の
日
程
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
を
お
願

い
ま
す
。

■
接
種
日
時

・
　
月
　
日（
火
）

１１

１４

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１６

００

・
　
月
　
日（
水
）

１１

１５

　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１４

００

・
　
月
３
日（
日
）

１２
　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１６

００

※
空
い
て
い
る
時
間
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
接
種
場
所
　
健
康
一
番
館

■
予
約
方
法

役
場
福
祉
厚
生
課
保
健
指
導

係
ま
で
電
話
等
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

■
接
種
費
用

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
２
埀
８
０
０
円

・
肺
炎
球
菌

　
５
埀
６
０
０
円

※
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
方

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
助
成

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
・
料

金
に
つ
い
て
は
、
折
込
チ
ラ

シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

町
内
で
は
、
町
立
市
街
診
療

所
に
お
い
て
も
、　

月
４
日

１２

（
月
）以
降
に
接
種
を
行
い
ま

す
が
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
で
き
る
だ
け
健
康
一

番
館
で
接
種
を
お
願
い
し
ま

す
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
福
祉
厚
生
課
・
保
健
指

導
係
（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１

１
）

　
平
成
　
年
８
月
末
現
在
、
全

２９

国
の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ

て
い
る
者
は
、
凶
悪
事
件
な
ど

で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し
て
い

る
重
要
指
名
手
配
被
疑
者
を
始

め
と
し
て
、
約
６
６
０
人
に

上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、

暴
行
、
傷
害
、
窃
盗
、
詐
欺
、
横

領
等
の
事
件
に
関
し
て
指
名
手

配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
罪
を

敢
行
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯

罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、

　
月
中
に
全
国
警
察
の
総
力
を

１１挙
げ
て
追
跡
調
査
を
行
う
こ
と

と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期

検
挙
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発

見
に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
御
協
力
が
是

非
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似

た
人
を
見
掛
け
た
と
い
っ
た
情

報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ

と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察

に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

 
留
萌
警
察
署
刑
事
課

　（
電
話
 ４
２
倆
０
１
１
０
）

■
募
集
人
員

　
リ
フ
ト
乗
車
係
　
若
干
名

■
応
募
資
格

　
　
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

１８
■
勤
務
時
間

○
平
日
・
土
曜
日

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

００

○
日
曜
日
・
祝
日

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１７

００

○
夜
勤
（
ナ
イ
タ
ー
）

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１７

００

２１

００

※
夜
勤（
ナ
イ
タ
ー
）は
１
月
か

ら
２
月
ま
で
金
・
土
曜
日
、

３
月
は
日
曜
日
以
外
毎
日
予

定
（
勤
務
は
月
数
回
）。

■
賃
金

　
日
額
６
埀
５
０
０
円
以
上

■
手
当
等

時
間
外
・
通
勤
手
当
、
社
会

保
険

■
採
用
期
間

　
平
成
　
年
　
月
　
日

２９

１２

１２

　
　
～
平
成
　
年
３
月
　
日

３０

３１

■
申
込
方
法

履
歴
書
を
左
記
ま
で
提
出
願

い
ま
す
。（
郵
送
可
）

■
申
込
期
日
　
　
月
　
日（
金
）

１１

１７

申
込
・
問
合
せ
先

役
場
商
工
観
光
課
・
観
光
施

設
係
（
電
話
 ５
３
倆
３
３
３

２
）

暮 報情のしら

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

はらぺこグリズリー 著

　料理レシピ本料理部門大賞受賞。
味と手間と安さのギリギリのバラ
ンスを追求したおかずが満載。電
子レンジやオーブントースターを
フル活用して効率化、簡略化する等、多くの工
夫を盛り込んでいます。（2017年２月刊行）

世界一美味しい煮卵の作り方

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

暑
寒
別
岳
ス
キ
ー
場

臨
時
職
員

指
名
手
配
被
疑
者
の

　
検
挙
に
ご
協
力
を
！

　妖怪画家の展覧会が開かれて
います。話題の作品展はオドロ
キの絵の数々。ところが、絵か
ら飛び出してきた女の子に、男
の子は帽子をとられてしまいま
す。「あっ！なんだ、なんだよ。かえしてー」
（2017年７月刊行）

妖怪美術館 広瀬　克也 著
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芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓練は、

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、増毛町以外の地域でも様々な手段を用

いて情報伝達訓練が行われます。

　（１）訓練実施日時　　平成29年11月14日（火） 11時00分ごろ

　（２）訓練で行う放送試験

防災行政無線を用いた情報伝達訓練を実施します！

放　送　内　容情報伝達手段

　増毛町内に設置してある防災行政無線から、一斉に、
次のように放送されます。

【放送内容】
上りチャイム音
＋　「これは、テストです。」×３
＋　「こちらは、ぼうさい増毛です。」
＋　下りチャイム音

防災行政無線

（※）Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを

通じて瞬時にお伝えするシステムです。

【お問い合わせ先】増毛町役場総務課電話 53―1111

　北海道では天塩沿岸海岸保全基本計画の変更にあたり、住民の皆さんのご意見をお聴きすること

としています。つきましては、変更案を次のとおり縦覧しますので、ご意見のある方は、平成29年

12月28日（木）までに、縦覧場所の各課へ書面（任意様式）で提出してください。

　　・縦覧期間　11月20日（月）～12月19日（火）

　　・縦覧場所　留萌振興局留萌建設管理部事業室治水課、留萌振興局産業振興部水産課及び農村

振興課、増毛町役場建設課

　　※縦覧期間は30日間、意見提出期限は縦覧終了日から10日間

 留萌振興局留萌建設管理部事業室治水課（電話 42崖8377）

■□■□ 天塩沿岸海岸保全基本計画変更案の縦覧について □■□■

　エルタックスは、道税の「法人道民税・法人

事業税・地方法人特別税」と町税の「個人住民

税」「法人町民税」「固定資産税（償却資産）」の

申告、一部の届出をインターネットを利用して

行えるシステムです。詳しい情報、ご利用届出

はホームページをご覧下さい。

（ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｅｌｔａｘ．ｊｐ/）

北海道留萌振興局税務課（電話 42－8417）

増毛町役場税務課（電話 53－1114）

北海道

増毛町

その他の
都府県市町村

道税・町税の申告が
ネットでできる！
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１０月末
人口と世帯

（－１９）人4,381人口

（－８）人2,018　男

（－１１）人2,363　女

（－１２）世帯2,280世帯

（　）は前月との増減

１０月１日～１０月３１日届出分

猿
ご
厚
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
猿

◆◇ 平成３０年度北海道障害者職業開発校入校生募集 ◆◇

町税の納期について

問 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）

固定資産税（第３期）
国民健康保険税（第５期）

11月30日（ 木 ） 

　国立北海道障害者職業能力開発校では、求職中の障がい者の入校生（訓練期間１年又は２年）を募

集しています。

【願書受付期間】平成２９年１１月１日から１１月２０日まで　 【選考日】平成２９年１２月４日 

　詳しくは、当校又は最寄りの公共職業安定所までお問い合わせください。

《問合わせ先》北海道障害者職業能力開発校（電話０１２５－５２－２７７４）

留萌公共職業安定所（電話４２－０３３８）
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　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の

基本的な対人賠償を目的として、自動車損害賠償

保障法に基づき、原動機付き自転車を含むすべて

の自動車に加入が義務づ

けられており、自賠責保

険・共済なしで運行する

ことは法令違反ですので

ご注意下さい！

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！



●「増毛町立認定こども園」開園説明会
　１８：３０～ 文化センター中ホール昇２１●広報ましけ１１月号発行捷６
●親子遊びの広場（おもちつき）
　９：３０～１１：３０ あっぷる保育所
●第２回連合自治会長会議
　１０：００～ 役場２階会議室

昌２２昇７

●少年の主張大会　　　　　  勤労感謝の日
　「ぼくの主張・わたしの主張」
　９：３０～ 文化センター大ホール

昭２３●防犯・交通安全高齢者ふれあい交流会
　９：３０～ 文化センター大ホール
●四種混合・Ｂ型肝炎予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所

昌８

粗大ごみ申込受付最終日
晶２４昭９

●おはなしポトフ・セレクション
　１３：３０～ 元陣屋松２５●留萌地方道民芸術祭・展示部門発表及び巡回陶芸展

　～１１月１２日まで 元陣屋
●増毛町商工会青年部壮行会 １８：３０～
　文化センター大ホール

晶１ ０

●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋掌２６●秋のミクニ塾
　「増毛産かぼちゃを使ったスイーツ教室」
　１０：３０～ オーベルジュましけ

松１ １
捷２７掌１ ２

●定例行政相談所 １０：００～ 文化センター昇２８捷１ ３
●日本脳炎予防接種 １５：３０～１６：００ 市街診療所昌２９●インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防接種②

　９：００～１６：００ 健康一番館
●平成２９年増毛産米新米試食会 １１：３０～１３：３０
　文化センター大ホール
●こころの健康相談 １５：００～１７：００ 留萌保健所

昇１ ４

昭３０●インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防接種③
　９：００～１４：００ 健康一番館
●ヒブ・小児肺炎球菌予防接種 １３：３０～１４：００
　市街診療所

昌１ ５

晶１●総合健診（個別通知）旭川がん検診センター
●増毛町まちづくりセミナー２０１７ １３：００～
　文化センター大ホール

昭１ ６

松２晶１ ７
●インフルエンザ・高齢者肺炎球菌予防接種④
　９：００～１６：００ 健康一番館

掌３
●乳児健診（個別通知）健康一番館松１ ８

捷４掌１ ９
●広報ましけ１２月号発行昇５●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館

●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００
　健康一番館

捷２０
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック
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　生　  資源２ 
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　生　
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 不 燃   か・び 

 可 燃 　生　

 ペット   プ ラ 

 ペット   プ ラ 
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　生　
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